
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ねね

アリス

レクイエム

タナトス

13

渇望

46

煉獄

12
日常

死後の世界

短冊

あの人

衝突

縁日

呆れるほど退屈で平和で、たのしかったあの頃。

あのとき、たしかに彼岸花と大きな川をこの目で見たんだ。

短冊に何を書くかは、あの人を祭りに誘った日から考えていた。 ――『仲良く、末永く、支え合って、一緒にいられますように』『あの人がずっと笑顔で過ごせますように』―― 願い事を思案する私の顔を覗き込み、あの人はおかしそうにくすくす笑う。こんな穏やかな時間が、永遠に続けばいいのに。 何を願うの？と笑いながら聞いてきたあの人に、ヒミツだよ、と、私は笑顔で答えた。

あの人のことが世界で1番、大好きだった。心から信頼し、並ならぬ思いを寄せていた。 あの人の笑顔を見ることができればそれだけで満たされていたし、家族のことも、教師のことも、明日の事もすべて忘れられた。 ――とても、幸せだった。

縁日の前日だった。ほんの些細な出来事だった。 けれど、互いの怒りの炎には罵詈雑言の油が注がれ、そして、ついに。  「――――」  あの言葉を吐き捨てて、私はその場を後にした。 ――言いすぎてしまった、落ち着いたら謝らなくちゃ。 その時のあの人の顔も、名前も思い出せないけれど。別れ際のあの人の表情を見て、強く心に決めたのは覚えている。

間に合わなかった。 事故の話を小耳に挟み、後悔した。 もう二度と、あの人に謝れない。 もう二度と、あの人と話せない。 もう二度と、あの人へ触れられない。 どれだけ後悔しても、当然。 あの人は、かえってこなかった。

※短冊〜縁日は、全て消失している。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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肉弾攻撃１

最大行動値+1

支援2（射撃・砲撃のみ）

最大行動値+1 行動判定使用時大失敗でも損傷しない

頭部から、なぜか外すことができない。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃攻撃3

砲撃攻撃1+爆発+連撃1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

防御1＋切断無効化

移動１

移動１

妨害１

最大行動値+1

対話判定出目+1

射撃マニューバの攻撃判定出目+1

ターン終了まで攻撃判定出目+1
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